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 事業概要 

GSMaP,GPM/DPR やその他の衛星観測データを,先端的のアンサンブルデータ同化手法により数値
天気予報モデルに取り込み,大気客観解析及びこれを初期値とした予報に改善をもたらすと共に,衛星
観測データと数値モデルの双方を活かした新たな降水プロダクトの可能性を切り拓く. 

 
http://www.eorc.jaxa.jp/GPM/index_j.htm 

 

 JSS2 利用の理由 

本研究では,全球大気データ同化システム（NICAM-LETKF）による衛星観測データ同化及び予測計
算を行うが,大規模な全球大気モデル計算,及び,アンサンブルデータ同化を行うために,JSS2 は必須で
ある. 

 

 今年度の成果 

(1) NICAM-LETKF への GPM 二周波降水レーダー（GPM/DPR）同化 
GPM/DPR の直接同化のために,データ同化に用いる NICAM の解像度を Glevel6 (112km 解像度)か

ら Glevel8(28km 解像度)に上げ,雲物理（6 クラス・シングルモーメント・バルクスキーム）を陽に解
く設定とした.また,GPM/DPR を同化するための観測演算子として Joint Simulator (Hashino et al. 
2013)を実装した.テスト計算を実施し,まず 1 時刻の GPM/DPR の KuPR 及び KaPR 観測値を同化し
たところ,レーダー反射強度の空間分布・鉛直分布共に,同化により解析値が観測値に近づく良好な結果
を得た (図 1). 

 
(2) NICAM-LETKF への水蒸気サウンダ(MHS)の同化 

NICAM-LETKF の更なる解析精度の向上を目指し,晴天域におけるマイクロ波水蒸気サウンダ（MHS）
の同化システム開発した.従来の NICAM-LETKF システムには,海上上空の水蒸気に関係する観測が少 
なかった.MHS を同化した場合としなかった場合の実験結果の比較から,気温場,水平風場,水蒸気場に 

GPM 全球降水マップのデータ同化手法の研究 

 

JAXAスーパーコンピュータシステム利用成果報告(2017年4月～2018年3月) 



 
ついて,改善の傾向がみられた（図 2）. 
 
(3) NICAM-LETKF の準リアルタイムシステムの開発 

これまで開発が行われてきた NICAM-LETKF (112-km 解像度)を準リアルタイム ( 8 時間遅れ)で
自動実行させるシステム開発を行った.NICAM-LETKF に必要な観測データの入手等の準備から JSS2
上での計算,計算結果の後処理や図化などの一連の処理を自動化させた（Fig. 3）.約半年の試験運用を
行い,準リアルタイムシステムの安定性を確認した. 

 
(4) NICAM-LETKF を用いた高解像度アンサンブル予報実験 

NICAM-LETKF のアンサンブル解析値を大気場の初期値として NICAM の高解像度(空間解像度 14 
km)アンサンブルシミュレーションを行った. 平成 29 年 7 月北部九州豪雨に着目していくつかの初期
時刻でシミュレーションを実施した結果,7 月 6 日の豪雨となる約１日前からの予報実験で強い雨が再
現されることを示した（図 4）. 

 

 

図 1 GPM/DPR を最初に同化した時刻(2014 年 6 月 17 日 00UTC)における,KuPR
反射強度の鉛直最大値(dBZ).左：第一推定値,中：解析値,右：観測値. 
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図 2 2012 年 4 月 1 日から 15 日までの (a) 気温 (K), (b) 水蒸気混合比 (g kg-1), 

(c) 水平風 (m s-1) の ERA-interim に対する平均二乗偏差 RMSD の MHS を
同化した場合としない場合の差.横軸・縦軸はそれぞれ時間と気圧面（hPa）で
ある.負（正）の値は,MHS を同化することで RMSD が減少（増加）したこと
を示す. 

 
図 3 web 上に更新された, 2018 年 1 月 14 日 12UTC の NICAM-LETKF の 6 時

間積算降水量比較 [mm/day]. GSMaP (左), NICAM 第一推定値(6 h 予報; 
中央), Kotsuki et al. (2017a)による雨の解析値(右). 

JAXAスーパーコンピュータシステム利用成果報告(2017年4月～2018年3月) 



 
図 4 異なる初期時刻から空間解像度 14km NICAM で予報した北部九州地方の降

水量と可降水量時間変化.上) 2017/07/01 00UTC,中) 2017/07/03 00UTC, 
下) 2017/07/05 00UTC をそれぞれ初期時刻としたもの.赤線は NICAM 14 
km 予報の可降水量 [mm],青箱は 1 時間積算降水量 [mm/hour], 紫線は
NICAM-LETKF の可降水量第一推定値 [mm]を示す. 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：6.38 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 50,782,484.98 6.70 
SORA-PP 28,731.17 0.36 
SORA-LM 66.93 0.03 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 1,449.59 1.00 
/data 557,022.35 10.30 
/ltmp 9,765.63 0.74 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 18.41 0.79 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 2 - 640 
１ケースあたりの経過時間 10.00 時間 
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